
　

10
月
８
日
、
大
本
東
京
本
部
能
舞
台
で
「
大
本
東
京
本
部
開
設
50
周
年
記

念
・
東
京
大
本
歌
祭
」
が
執
行
さ
れ
た
。

　

三
代
教
主
さ
ま
の
ご
発
意
に
よ
り
国
内
外
の
宣
教
、
海
外
交
流
の
門
戸
・

拠
点
と
し
て
、
首
都
・
東
京
、
上
野
池
之
端
に
あ
っ
た
「
大
本
東
京
本
苑
」

は
昭
和
43
年
、「
大
本
東
京
本
部
」
と
な
り
、「
東
光
苑
」
と
ご
命
名
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
50
年
、
こ
れ
を
慶
祝
す
る
歌
祭
に
は
、
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

を
は
じ
め
、神
道
、仏
教
、キ
リ
ス
ト
教
、イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
宗
教
者
の
来
賓
、

信
徒
ら
、
全
国
か
ら
５
３
５
人
が
参
拝
し
た
。

　

歌
垣
に
は
、
教
主
さ
ま
の
お
歌
を
は
じ
め
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

１
２
４
０
首
か
ら
選
ば
れ
た
抜
歌
５
１
２
首
の
献
詠
歌
が
供
え
ら
れ
た
ほ

か
、
森
川
宏
映
天
台
座
主
、
田
中
恆
清
石
清
水
八
幡
宮
宮
司
、
芳
村
正
德
神

習
教
教
主
、
庭
野
日
鑛
立
正
佼
成
会
会
長
、
植
松
誠
日
本
聖
公
会
首
座
主
教
、

徳
増
公
明
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
会
長
、
東
久
邇
信
彦
世
界
連
邦
文
化
教
育
推

進
協
議
会
会
長
、
マ
ー
ク
・
フ
ェ
ッ
ツ
世
界
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
会
長
か
ら

の
特
別
献
詠
歌
、
ま
た
、
ヤ
ッ
フ
ァ
・
ベ
ン
ア
リ
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
、

ラ
ガ
ッ
ト
・
ア
ル
・
サ
ッ
カ
駐
日
ヨ
ル
ダ
ン
大
使
館
次
席
外
交
官
、
ニ
ダ
ル
・

ヤ
ヒ
ヤ
ー
駐
日
レ
バ
ノ
ン
大
使
、
ア
イ
マ
ン
・
ア
リ
・
カ
ー
メ
ル
駐
日
エ
ジ

プ
ト
大
使
、
ワ
リ
ー
ド
・
シ
ア
ム
駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
部
代
表
ら
が
そ
れ

ぞ
れ
色
紙
に
思
い
を
の
せ
た
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
共
に
供
え
ら
れ
た
。

　

午
後
２
時
、
置
笛
に
よ
っ
て
厳
か
に
開
始
さ
れ
た
歌
祭
は
、
斎
主
・
森
良

秀
祭
務
部
長
に
よ
る
八
雲
神
歌
奏
上
、
斎
主
、
祭
員
、
朗
詠
者
に
よ
る
歌
祭

神
歌
奏
上
と
続
き
、
舞
姫
が
入
場
、
大
和
御
歌
の
舞
を
舞
い
納
め
、
朗
詠
者

が
開
祖
さ
ま
の
お
歌
を
斉
唱
、
続
い
て
献
詠
歌
が
朗
詠
さ
れ
た
。
東
光
集
、

木
の
花
抄
、
特
別
献
詠
歌
の
朗
詠
に
続
き
、
ヤ
ッ
フ
ァ
・
ベ
ン
ア
リ
駐
日
イ

ス
ラ
エ
ル
大
使
が
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
音
読
、
ま
た
各
国
か
ら
の
平
和
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
斉
唱
歌
、
四
光
明
と
献
詠
歌
の

朗
詠
が
進
み
、
最
後
に
教
主
さ
ま
の
お
歌
を
斉
唱
、
舞
姫
に
よ
り
須
賀
の
宮

の
舞
が
清
々
し
く
舞
い
納
め
ら
れ
、
斎
主
の
八
雲
神
歌
奏
上
を
以
て
東
京
大

本
歌
祭
は
終
了
。

　

祭
典
後
に
は
成
尾
陽
大
本
総
務
が
教
主
さ
ま
の
ご
あ
い
さ
つ
を
代
読
、
鈴

木
穎
一
大
本
本
部
長
が
東
光
集
、
木
の
花
抄
の
入
選
者
代
表
と
四
光
明
受
賞

者
に
記
念
品
を
贈
呈
。
ベ
ン
ア
リ
大
使
、
鈴
木
本
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

つ
し
、
歌
祭
は
終
了
し
た
。

世界平和への思いを一つに
大本東京本部開設 50 周年記念・東京大本歌祭

  

教
主
さ
ま
の
お
歌

　
　
中
東
の
遺
児
ら
和
平
の
交
流
を

　
　
　
　  

重
ね
ぬ
あ
ら
た
な
世
を
ひ
ら
か
む
と

　
　
千
よ
ろ
ず
の
国く
に

民た
み

な
べ
て
同は
ら
か
ら胞
と

　
　
　
　
　  

む
つ
び
あ
ふ
日
を
ひ
た
祈
る
な
り

     Jen la popolar’
     tutm

onda intim
iĝas

     kiel la fratar’−
     aspire al la tago,
     rektanim

e preĝas m
i.
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玉
串
受
付
や
下
足
預
か
り
、
街
頭
や
上

野
公
園
内
等
、
神
旗
を
掲
げ
て
の
道
案

内
な
ど
、
当
日
は
関
東
教
区
の
奉
仕
団

も
大
活
躍
！
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管
に
よ
る
置
笛
の
調
べ
に
よ
っ

て
、
場
が
清
め
ら
れ
る
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21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座

東
光
苑
月
次
祭

　
東
光
苑
秋
季
祭
式
講
習
会
は
、
９
月
15
日
か

ら
17
日
の
３
日
間
、
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
15
人
が
参
加
し
た
。

　
受
講
者
は
初
級
・
中
級
・
上
級
と
、
そ
れ
ぞ

れ
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
参
加
。
初
級
は
基
本

動
作
か
ら
正
中
動
作
、
後
取
動
作
、
祝
詞
展
巻

奏
上
、
祓
式
行
事
な
ど
、
月
次
祭
ま
で
の
作
法

を
受
講
。
中
級
ク
ラ
ス
が
そ
れ
に
加
え
、
庭
上

祭
、
結
婚
式
な
ど
を
実
習
し
た
。
ま
た
、
上
級

ク
ラ
ス
で
は
、
招
魂
式
、
発
葬
式
、
50
日
合
祀

祭
な
ど
を
、
実
際
に
模
擬
祭
典
を
通
し
て
実
習

し
た
。

東
光
苑
秋
季
祭
式
講
習
会

　
第
１
８
７
回
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
は
、

９
月
19
日
午
後
７
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空

会
館
で
開
催
さ
れ
、
成
尾
陽
大
本
本
部
愛
善
宣

教
部
長
が
、「
守
り
た
い
〝
日
本
の
心
〞
〜
大

本
三
代
教
主
・
出
口
直
日
が
残
し
た
も
の
〜
」

と
題
し
て
講
話
し
た
。
参
加
者
は
34
人
（
内
、

一
般
４
人
）。

　
成
尾
講
師
は
、
ご
晩
年
の
三
代
教
主
さ
ま
と

の
思
い
出
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
深
い
造
詣
を
持
た
れ
、
自
ら
実
践
し
、

大
本
の
教
風
と
し
て
取
り
入
れ
、
育
ま
れ
て

い
っ
た
ご
足
跡
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
日
本
人

の
心
の
ふ
る
さ
と
「
奈
良
明
日
香
村
」
を
近
代

化
の
開
発
か
ら
守
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功

績
を
紹
介
、「
明
日
香
村
が
、
現
在
の
状
態
で

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
三
代
教
主
さ
ま
の
ご
尽

力
の
賜
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
参
加
者
に
強
く
語
り
か
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
明
日
香
村
保
存
と
高
松
塚

古
墳
発
見
に
寄
与
さ
れ
た
三
代
教
主
さ
ま
の
ご

存
在
に
、
感
銘
し
た
」（
男
性
・
一
般
）、「
日

本
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
か

ら
を
生
き
る

若
者
た
ち
に
、

日
本
の
文
化

の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に

自
ら
を
磨
き

た
い
」（
女
性
・

一
般
）
等
の

声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

ǔॢȥɣूগɬ୭ɇĂ੥ۙၢ઱ɅᆽɭȺ

　
東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭
は
、
10

月
14
日
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
瀧
澤

ト
ミ
子
東
京
主
会
直
心
会
員
の
も
と
執
行
さ

れ
、
２
８
６
人
が
参
拝
し
た
。

　
祭
員
は
関
東
教
区
直
心
会
員
、
少
年
祭
員
は

東
京
主
会
の
成
田
小
巻
さ
ん
、
成
田
か
さ
ね
さ

ん
、
玉
置
巴
さ
ん
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支

部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
渡
辺
タ
カ
子
直
心
会
福

島
連
合
会
長
、
添
釜
は
東
光
庵
に
て
宇
野
社
中

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

　
祭
典
後
、
猪
子
恒
大
本
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
あ
い
さ
つ
。「
今
月
は
斎
主
か
ら
典
礼
ま

で
、
す
べ
て
女
性
祭
員
で
ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
。

大
変
清
々
し
い
祭
典
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
後
、

８
日
に
開
催
さ
れ
た
、
大
本
東
京
本
部
開
設
50

周
年
記
念
「
東
京
大
本
歌
祭
」
に
つ
い
て
、
教

主
さ
ま
か
ら
「
東
京
歌
祭
の
成
功
を
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ご
苦
労
様
で
し
た
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告
。
ま

た
、「
厳
粛
に
、
立
派
に
執
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

信
徒
の
皆
さ
ま
の
ご
奉
仕
、
ご
協
力
の
賜
物
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
信
徒
の
皆
さ
ま
の
献
金

に
よ
る
畳
の
表
替
え
、
正
門
の
補
修
、
事
前
清

掃
な
ど
、
物
心
両
面
か
ら
の
ご
協
力
に
謝
辞
を

述
べ
た
。

　
続
い
て
『
生
き
が
い
の
探
求
』
か
ら
の
尊
師

さ
ま
の
詩
を
、
能
舞
台
に
て
群
読
の
形
式
で
千

葉
主
会
が
奉
納
し
た
。

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

22
月４

日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
執
行

	

開
教
１
２
６
年	

大
本
開
祖
大
祭
遥
拝
祭

	

11
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
執
行

　
大
本
東
京
本
部
開
設
50
周
年
記
念
・

東
光
苑
秋
季
大
祭

新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三
詣
り

21
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
（
新
橋
・
航
空
会
館
）

講
題

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
「
現
代
の
大
本
」

〜
映
像
撮
影
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
〜

講
師		

斉
藤
安
隆
（
大
本
ビ
デ
オ
制
作
室
員
）

24
日
（
土
）
・
25
日
（
日
）

		

東
光
苑
葬
祭
研
修
会

23
月９

日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
執
行

	

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

※
当
日
、
天
声
社
の
出
張
販
売
が
あ
り
ま
す
。
左
の

　
亀
岡
本
社
へ
事
前
に
注
文
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
１ 

（
２
４
） 

７
５
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
１ 

（
２
５
） 

３
６
５
５

	

16
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
執
行

　
開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
２
年
）

19
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
（
新
橋
・
航
空
会
館
）

講
題

皇
道
大
本
と
二
度
の
弾
圧

〜
光
明
世
界
を
見
す
え
て
〜

講
師		

猪
子
　
恒
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

25
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
執
行

		

出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（
27
年
）

大
本
東
京
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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